
 

 

 

１．ホーム上からの転落事故等発生時、車両を押すなどして負傷者を救出する行為は、二次災害

の危険性が高いため行わないこと。また、当該車両が在線状態のままで救助が困難な場合は、

レスキュー隊へ救助要請をおこない、人命を第一にした救助体制を確立すること。 

２．車両を押して救助することによる危険性を全社員に対して徹底すること。また、二次災害を

防止するために、誤った取扱いであることを対外的に発表すること。 
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これまで南浦和駅や渋谷駅にて、転

落者救出の際、車両を押して救出し

“美談”となっているが、二次災害

の危険性が高い。やめるべきだ！ 

車両を押して救出する際、押した反

動によって負傷者が重傷になった

場合の責任は問うのか。 

現場においては、人命救助が最優先

であり、救助方法は現場判断でケー

スバイケース。車両を押す行為も救

出方法の１つである。 

救出に際し、現場で“最善な方法で

ある”と判断したことに対しては、

会社が責任を持つ。 

車両を押した際に発生する反動や

車両構造におけるリスクについて

は、関係する社員にしっかり教育等

で周知するべきだ！ 

車両構造について十分に教育できてい

ないので、救出の伴う車両構造のなどの

リスクや、周知方法を検討していく。 

一部の報道では、救出劇が“美談”とされて

いるが、車両構造上のリスクもあり、会社と

しては“美談”とは思っていない。 


